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はじめに ～RNNを用いた自動作曲～

研究背景
• 音楽初心者への作曲支援→機械学習 (特に RNN)

• 【従来】音声スペクトル、MIDIファイル使用
→重要な成分 (特徴)抽出→ RNN学習 (音主体)

• 学習モデル：音の組み合わせのみを学習
→学習した特徴を満たすどんな楽譜も生成できてしまう
⇒作曲者の意図を上手くモデル化できていない

目的
• 楽譜と直接対応するテキストデータを RNNに学習
→人間の作曲プロセスにより合ったモデリング (学習)を行う
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用いるテキストデータ

ABC記譜法
• 決まった楽譜情報に対応するテキストデータ
→これを自然言語処理して、より作曲者の意向にそった音楽を
生成できる

図 1: ABC記譜法のテキストデータ
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RNNによる自然言語処理
RNNの構造
Recurrent Neural Network(RNN)：1個前の中間層の学習結果を次の
中間層に伝達→時系列データに対応

【時刻 tの出力】ht = tanh(ht−1Wh + xtWx + b) (1)

tanh(z) =
ez − e−z

ez + e−z
(2)

Wh: 中間→中間層への重み，Wx: 中間→出力層への重み，b: バイアス

図 2: RNNの再帰学習構造 ([1]より一部改変)

1 ギークなエンジニアを目指す男, “単語と図で理解する自然言語処理（word2vec, RNN, LSTM）後編”,

https://www.takapy.work/entry/2019/01/09/080338#RNN, 閲覧日 2022 年 7 月 3 日
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RNNによる自然言語処理
RNNの構造
損失関数の勾配を最小化することで，パラメータ (重み，バイアス)
を更新

【全損失関数】L =

T∑
t=1

Lt (Lt = (ht − ĥt)
2) (3)

【勾配】 ∂Lt

∂Wh
(4)

Lt:時刻 tにおける損失関数 (出力誤差)，ht:予測出力，ĥt:教師
データ
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自然言語処理 (単語の予測)

図 3: 自然言語処理における単語予測
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自然言語処理 (単語の数値化)

図 4: 自然言語処理における単語予測
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提案手法
seq2seqモデル

• 【従来】前の単語学習⇒後ろの単語予測 +テキスト外の単語も
含めて全て学習
→全体の文脈を意識していない
→学習時間が長い

• 【提案】前の 1文予測 (前単語⇒後ろ単語)
⇒後ろの 1文予測 + テキスト内の単語のみ
→文脈を意識 + 学習時間短縮

図 5: 提案手法のモデル
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学習データ
データの内容

• ABC楽譜を取り扱うサイトから 34,400種のデータを取得
→ジャンル：ジグ，ワルツ，中国系の民謡

• フォーマット・整数エンコーディング後，
学習：テスト：検証=8：1：1で，データ分割

実験内容
• 従来手法 (単語-単語予測)との予測精度比較
• 実際に人が作曲した曲の前半を学習→後半を予測
• 聴者による評価
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結果 1

従来手法との比較
• 従来:20%→提案 65.5%

実際の曲の進行予測

図 6: 進行予測結果
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結果 2

被験者評価
• 48人に対して検証
• 従来モデル，提案モデル，人作曲の各 3曲，合計 9曲
• 提案手法の 2曲で 50%以上が人口作曲と間違われた→リアリ
ティのある音楽

図 7: 提案手法のモデル



はじめに

データの概要

RNN

提案手法

結果

結果

結果

今後の展望

12/12

まとめと今後の展望

まとめと今後の課題
• ABC記譜法を用いた自動作曲の有効性を示した
• デュエット曲などのもっと幅広いジャンルへの適用

自分の研究に対して
• 機械学習よりの自然言語処理を勉強できた (テキストベースの
自動作曲)

• まだもう少し，時系列予測の前提知識を勉強する必要性
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